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＜資料＞ 
 
【2015 年度コモンズ学生スタッフが企画運営したラー
ニング・コモンズ主催イベント】 
日程 テーマと講師 
4月7,8日 第1回カフェ・コモンズ 
「どこよりもゆるくどこまでも 
ゆるい新入生歓迎お茶会」 
6月26日 第2回カフェ・コモンズ 
「テスト対策編」 
7月7日 第3回カフェ・コモンズ 
「夏休みの過ごし方を語ろう」 
11月11日 第5回コモンズ30分セミナー 
「俺らの語学勉強法」 
講師：渡邊雄一（国際学部3年） 
   山田慶（国際学部2年） 
11月30日 
 
第4回カフェ・コモンズ 
「るみの部屋vol.1」 
ゲスト：山根健治（農学部教授） 
11月17日 第5回カフェ・コモンズ 
「学生が教える「イチオシ」 
Book Report」 
講師：渡邊翔（国際学部3年） 
1月13日 
 
第6回カフェ・コモンズ 
「るみの部屋vol.2」 
ゲスト：ガーランド・ローリンズ 
（基盤教育センター非常勤講師） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【2016 年度コモンズ学生スタッフが企画運営したラー
ニング・コモンズ主催イベント】 
日程 テーマ 
4月8,9,10日 第1回カフェ・コモンズ 
「どこよりもゆるくどこまでも 
ゆるい新入生歓迎お茶会」 
4月19日 第2回カフェ・コモンズ 
「じもトーク」 
5月24日 第3回カフェ・コモンズ 
「ミニマリストの生き様を知ろう」 
講師：仲村祐一（農学部3年） 
6月29日 
7月5日 
第1回30分セミナー 
「優へと至る30分 2016夏」 
講師：若園雄志郎 
（地域デザイン科学部准教授） 
7月11日 
 
第4回カフェ・コモンズ 
「デニスの生き様を知ろう 
～わしは日本で生きるのです～」 
講師：Birjukov Denis（交換留学生） 
11月29日 第5回カフェ・コモンズ 
「旅人の生き様を知ろう」 
講師：秋野功作（国際学部4年） 
   小倉涼（国際学部4年） 
12月19日 第6回カフェ・コモンズ 
「大道芸SHOW」 
1月12日 第7回カフェ・コモンズ 
「正月、襲来。」 
1月17日 第2回30分セミナー 
「優へと至る30分 2017冬」 
講師：若園雄志郎 
（地域デザイン科学部准教授） 
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Ⅰ．公開講座 
 
◇ 平成 27 年度 
 
例年、栃木県教育委員会、宇都宮市教育委員会、公益財団法人とちぎ未来づくり財団の名義後援を
得て公開講座を実施しているが、平成 27 年度も、その方針を踏襲した。また、例年通り、公開講座
の全てを財団法人とちぎ生涯学習文化財団の「県民カレッジ連携講座」に位置づけた。 
 公開講座の開催数については例年どおり 30 講座程度にするという方向で、講座を募集・選定した。
平成 27 年度については、無料講座が 8 講座、有料講座が 19 講座の計 27 講座を実施した。 
講座の実施結果のうち受講者数について述べると、講座全体の定員充足率は 110.7%（定員 942 人
に対して受講者総数 1043 人）となり、例年と同様に 100％を超えた。無料講座の定員充足率は 117.3％
（定員 510 人に対して受講者総数 598 人）であり、有料講座の定員充足率は 103.0％（定員 432 人に
対して受講者総数 445 人）であった。 
無料講座のうち、読売新聞社との共催公開講座「『常識』と『真実』とは合致するのか？－『驚き
桃の木山椒の木』の学術的成果－」は、当初は定員 200 名以内に抑えることをめざしたが、241 名の
応募者をそのまま受け入れ、充足率が 120.5％となった。この措置は、読売新聞による周知記事（2015
年 4 月 7 日付朝刊・栃木面）に、５回連続講座のうち１回だけの受講も可である旨が出たので、募集
定員を超える応募者がいても、1 回毎の講座で当日の受講者が教室に収容可能と予測したからである。 
定員を厳密に守るために受講制限により受講希望者を断った講座もあるのにもかかわらず、有料講
座の定員充足率が極めて高い。定員充足率について、100％に満たなかった講座は 7 講座であるのに
対して、200％を超えた講座が 1 講座（「民俗学からみた栃木」の 220.0％）、100％を超えた講座が
9 講座、100％ちょうどの講座が 2 講座であるので、定員を満たした講座の割合は合計 12 講座となり、
全有料講座 19 講座のうち 3 分の 2 近く（63.2％）を占める。総開設時間数 30 時間で受講料が 15000
円の講座の定員充足率も 100％を超えていることが特徴的であり、「鳥獣管理士養成講座」（130.0％）
と「『話しあいファシリテーション』の理論と実践 2015－『聞きあい』を活性化する人間関係の可
能性－」（113.3％）に対する受講者の関心と期待の高さがうかがわれる。 
なお、平成 27 年度の広報活動については、例年通り「宇都宮大学公開講座開催案内」（10000 部作
成）を年度初めに刊行し、あわせてポスター（300 枚）を作成して、栃木県内市町や社会教育施設お
よびシルバー大学校などに配布した。 
 
平成 27 年度（2015 年 4月 1 日～2016 年 3月 31 日） 
※ 無料講座の受講者は、修了証書を発行していないことから修了者総数に含まれない。 
  
講座数 
（講座） 
定員 
（人） 
受講者総数 
（人） 
充足率 
（％） 
修了者総数 
（人） 
受講料総額 
（円） 
無料講座 8 510 598 117.3 － 0 
有料講座 19 432 445 103.0 380 3,160,000 
合計 27 942 1043 110.7 380 3,160,000 
 
 
※ 宇都宮大学地域連携教育研究センターは、生涯学習教育研究センターから名称変更
された平成 25 年 4 月 1 日の時点では、「地域連携の推進」の手段として、「地域連携」
と「生涯学習」の 2つの視点が明示された。その後、大学が“Center of Community”(略
称：ＣＯＣ)となるよう求めた「地(知)の拠点整備事業」が文部科学省の委託事業とし
て公募され、本学の「とちぎ高齢者共生社会を支える異世代との協働による人材育成
事業」が採用されたことを受けて、同年 12 月 1 日には、センター内センターとして「と
ちぎ終章学センター」を開設した。さらに、平成 28 年 4 月 1 日からは、文部科学省に
よる大学教育再生戦略推進経費「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯ
Ｃ＋）」に本学が採択されたことを受けて組織改編し、「生涯学習部門」・「ＣＯＣ部門
（とちぎ終章学センター）」・「ＣＯＣ＋とちぎ仕事学部門」の３部門を設けて活動して
いる。 
本号の彙報については、諸事情により、生涯学習部門の具体的活動を基軸として構成
した。ＣＯＣ部門とＣＯＣ＋部門とについては、各部門で詳細な報告書を出しているの
で、その具体的な活動内容等については、それらを参照してもらうこととした。 
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